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滝田ゆう絵葉書より



越
谷
Ⅱ
文
教
大
．
県
立
大

小
金
井
Ⅱ
東
京
学
芸
大
．
東
京
農
工
大
．
法
政
大
（
エ
学
部
）

◎
市
の
木
越
谷
、
小
金
井
と
も
に
弄

○
完
全
に
勝
っ
た

◎
人
口

越
谷
Ⅱ
銅
万
小
金
井
Ⅱ
ｎ
万

○
完
全
に
負
け
た

◎
市
制
施
行
越
谷
Ⅱ
昭
和
調
年
ｎ
月
小
金
井
Ⅱ
昭
和
調
年
加
月

◎
小
金
井
公
園
と
は
～

面
積
ね
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
日
比
谷
公
園
の
４
．
８
倍
、
上
野
公
園
の

１
．
４
倍
。
こ
の
公
園
の
前
身
は
、
昭
和
晦
年
の
紀
元
２
６
０
０

年
記
念
事
業
で
計
画
さ
れ
た
小
金
井
大
緑
地
。
戦
後
、
東
宮
仮
御

所
に
使
用
さ
れ
、
ま
た
農
地
解
放
に
よ
り
、
４
割
を
失
い
ま
し
た

が
、
昭
和
”
年
に
都
市
公
園
と
し
て
開
園
さ
れ
た
。

◎
面
積

ｉ

越
谷
Ⅱ
帥
．
瓢
平
方
皿
小
金
井
Ⅱ
ｎ
．
詔
平
方
、

◎
大
学
数

◎
越
谷
妬
（
対
）
小
金
井

○
共
通
点

◎
市
の
木
越
谷
、
小
金
井
と
も
に
「
け
や
き
」

■

◎
江
戸
東
京
た
て
も
の
園

◎
小
金
井
の
地
名
の
由
来

「
黄
金
に
価
す
る
豊
富
な
水
が
出
る
」
こ
と
か
ら
黄
金
井
が
小
金

井
に
な
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
世
に
は
、
現
在
の

前
原
町
が
「
金
井
原
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
土
地
の
支

配
者
・
金
井
氏
に
ち
な
む
地
名
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
復
元
さ
れ
る
も
の
に
、
三
島
邸
（
新
宿
区
信
濃
町
に
あ

っ
た
。
ド
イ
ツ
人
建
築
家
・
ゲ
オ
ル
グ
・
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
が
自
邸

と
し
て
設
計
）
、
万
徳
旅
館
（
青
梅
市
に
江
戸
末
期
に
創
建
さ
れ
た

「
旅
寵
』
の
形
式
を
残
す
旅
館
）
、
土
井
邸
「
（
港
区
白
金
台
に

１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
建
て
ら
れ
た
「
鰹
節
・
海
苔
」
な
ど
を

扱
っ
た
商
店
）
が
あ
り
ま
す
。

平
成
５
年
３
月
配
日
（
日
）
に
開
園
。
そ
の
日
、
越
谷
市
郷
土
研

究
会
は
第
１
９
９
回
の
史
跡
め
ぐ
り
で
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
建

物
が
い
ま
よ
り
少
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
あ
と
、
国
分
寺
市
殿
ヶ

谷
戸
庭
園
、
国
分
寺
跡
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
た
て
も
の

園
内
の
建
物
が
増
え
た
た
め
、
よ
そ
を
回
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

⑦



国
立
銀
行
に
飾
ら
れ
て
い
た
。

☆
常
盤
台
写
真
場

東
武
鉄
道
初
の
宅
地
分
譲
。
現
在
の
東
武
東
上
線
と
き
わ
台
駅

（
当
時
Ⅱ
武
蔵
常
盤
駅
）
の
開
業
を
機
（
１
９
３
５
）
と
す
る

も
の
。
田
園
調
布
と
並
ぶ
郊
外
住
宅
地
。
常
盤
台
写
真
場
は
文

化
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
な
か
で
も
ひ
と
き
わ
モ
ダ
ン
な
存
在
で
あ

っ
た
。
昭
和
⑫
（
１
９
３
７
）
年
建
築
。

望
海
床
は
大
磯
の
別
荘
・
城
山
荘
に
あ
っ
た
和
室
で
三
井
高
陽

氏
の
画
室
で
も
あ
っ
た
。
一
階
書
院
の
二
間
は
明
治
詑
頃
完
成

の
油
小
路
三
井
邸
の
奥
書
院
の
一
部
。
欄
間
、
櫛
型
窓
に
注
意
。

玄
関
の
天
井
灯
は
ル
ネ
。
ラ
リ
ッ
」

（
題
名
Ⅱ
ポ
ー
ル
型
の
ヤ
ド
リ
ギ
）

二
階
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
第
一
国
一

が
焼
失
、
昭
和
”
（
１
９
５
２
）
年
に
麻
布
弄
町
に
窪

も
の
。
母
屋
西
側
の
土
蔵
は
日
本
橋
・
越
後
屋
の
絹
蔵

玄
関
の
天
井
灯
は
ル
ネ
。
ラ
リ
ッ
ク
の
ア
ー
ル
・
デ
コ

☆
三
井
八
郎
右
衛
門
邸

三
井
財
閥
、
同
族
十
一
家
の
総
領
家
、
三
井
八
郎
右
衛
門
高
公

氏
の
第
二
次
大
戦
後
の
邸
宅
。
今
井
町
（
現
、
港
区
）
の
邸
宅

が
焼
失
、
昭
和
”
（
１
９
５
２
）
年
に
麻
布
弄
町
に
建
設
し
た

、
デ
コ
の
佳
品
。

●

☆
小
出
邸

設
計
者
は
堀
口
捨
己
。
屋
根
は
宝
形
（
ほ
う
ぎ
よ
う
）
造
り
。

大
正
型
（
１
９
２
５
）
年
建
築
。

☆
前
川
園
男
邸

埼
玉
会
館
、
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
（
大
宮
・
県
立
博
物

館
）
、
東
京
文
化
会
館
、
東
京
都
美
術
館
な
ど
も
設
計
し
た
建
築
家

の
自
宅
。
昭
和
Ⅳ
年
に
竣
工
。

、



☆
田
園
調
布
の
家
（
大
川
邸
）

渋
沢
柴
一
の
「
田
園
都
市
株
式
会
社
」
の
開
発
分
譲
地
に
建
て

ら
れ
た
。
『
居
間
中
心
型
」
は
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
浸

透
。
テ
ラ
ス
に
あ
る
パ
ー
ゴ
ラ
に
注
目
。

☆
天
明
（
て
ん
み
よ
う
）
家

鎌
倉
時
代
に
下
野
か
ら
大
田
区
鵜
の
木
に
移
り
住
ん
で
、
江
戸
時
代

に
は
鵜
の
木
村
の
名
主
役
も
勤
め
た
家
柄
。
約
３
千
坪
の
敷
地
。
長

屋
門
に
は
明
和
６
（
１
７
６
９
）
年
の
棟
札
。
書
院
の
前
に
は
枯
山

水
の
庭
園
。
屋
根
に
あ
る
の
が
千
鳥
破
風
。

大
名
が
多
摩
川
へ
鮎
釣
り
に
来
た
と
き
の
本
陣
。
明
治
時
代
に
は
村

役
場
を
か
ね
た
。

☆
高
橋
是
清
邸

赤
坂
に
明
治
調
年
に
こ
の
家
を
建
て
、
昭
和
、
（
１
９
３
６
）
年

に
２
．
２
６
事
件
で
暗
殺
さ
れ
る
ま
で
住
ん
だ
。
約
２
千
坪
、
も

丹
波
篠
山
藩
青
山
家
の
中
屋
敷
の
地
。
こ
の
二
階
で
暗
殺
さ
れ
た
。

総
栂
（
つ
が
）
普
請
の
和
風
邸
宅
。
ガ
ラ
ス
の
表
面
に
ゆ
が
み
に
も

注
目
。

③

☆
旧
自
証
院
霊
屋

霊
屋
と
は
神
廟
、
霊
廟
と
も
い
い
、
有
力
者
の
霊
を
慰
め
る
た

め
に
建
て
ら
れ
た
。
秀
吉
の
正
室
・
北
政
所
の
高
台
寺
の
霊
屋

や
家
康
の
日
光
東
照
宮
な
ど
。
三
代
将
軍
家
光
の
側
室
・
お
振

の
方
の
た
め
に
娘
・
千
代
姫
が
建
て
た
。



☆
西
川
家
別
邸

多
摩
で
製
糸
工
場
を
多
く
経
営
し
た
西
川
伊
左
衛
門
が
昭
島
市

に
建
て
た
。
近
代
和
風
の
粋
。

☆
全
水
庵
／

宗
偏
流
・
山
岸
宗
佳
（
全
水
）
が
新
潟
県
長
岡
に
建
て
た
。
そ
の

後
、
吉
祥
寺
へ
。
劇
作
家
・
宇
野
信
夫
氏
が
購
入
、
西
荻
窪
へ
移

す
。

☆
小
寺
醤
油
店

現
・
港
区
白
金
に
建
て
ら
れ
た
。
日
本
酒
が
主
な
商
品
。
昭
和

釦
年
代
後
半
ま
で
量
や
重
さ
を
量
っ
て
売
る
「
量
り
売
り
」
を

し
て
い
た
。
出
桁
（
だ
し
げ
た
）
造
り
に
注
意
。
袖
蔵
、
妻
入
り
、

壁
面
は
黒
ダ
イ
ヤ
と
い
う
石
の
入
っ
た
モ
ル
タ
ル
塗
り
。

④
一

☆
伊
達
家
の
門

旧
宇
和
島
家
伊
達
家
が
大
正
時
代
に
白
金
に
建
て
た
。

片
番
所
は
５
万
石
以
上
の
外
様
、
５
～
１
万
石
の
大
名
。

紋
は
竹
丸
の
雀
。
仙
台
伊
達
家
と
は
少
し
違
う
。



☆
鍵
屋
台
東
区
下
谷
二
丁
目
の
居
酒
屋
。
戦
後
の
「
酒
は
カ
ス
ト
リ
」

の
時
代
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
は
増
え
て
鰻
の
子
の
く
り
か
ら
焼
き

や
煮
し
め
、
味
噌
田
楽
な
ど
が
絶
品
と
い
わ
れ
た
。
昭
和
釦

年
代
に
は
夕
方
５
時
か
ら
夜
２
時
す
ぎ
ま
で
営
業
。
小
説
家

内
田
百
け
ん
、
ド
イ
ツ
文
学
者
高
橋
義
孝
な
ど
も
常
連
で
あ

。
「
入
母
屋
」
と
「
唐
破
風
」
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
建
築
。

っ
た
。
酒
は
桜
正
宗
、
菊
正
宗
、
大
関
。
酒
屋
で
強
壮
剤
、

そ
ば
や
で
風
邪
薬
を
売
っ
て
い
た
。
安
政
３
（
１
８
５
６
）

年
建
築
。

☆
武
居
三
省
堂

神
田
須
田
町
一
丁
目
。
看
板
建
築
。
筆
、
墨
、
硯
な
ど
文
具
卸
。

「
吾
日
三
省
吾
身
」
か
ら
。
マ
ン
サ
ー
ド
屋
根
。
地
下
室
あ
り
。

「
と
と
ろ
」
の
宮
崎
は
や
お
氏
が
最
も
気
に
い
っ
て
い
る
建
物
。

昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
建
築
。

☆
仕
立
て
屋

文
京
区
向
丘
一
丁
目
。
火
磁
斗
。
こ
て
。
裁
ち
。
運
針
。

明
治
狸
（
１
８
７
９
）
年
建
築
。

③

☆
子
宝
湯

足
立
区
干
住
元
町
に
あ
っ
た
。
入
口
の
唐
破
風
の
「
七
福
神

の
宝
船
」
の
彫
刻
だ
け
で
も
二
階
家
が
建
つ
ほ
ど
の
お
金
が

か
か
っ
て
い
る
。
タ
イ
ル
画
は
九
谷
・
石
田
庄
太
郎
氏
（
号
・

章
仙
）
の
作
。
小
さ
な
湯
船
は
く
す
り
湯
。
一
日
５
０
０
人

も
来
た
。
テ
レ
ビ
の
設
置
。
板
の
間
か
せ
ぎ
。
デ
バ
亀
。



☆
花
市
生
花
店

●

神
田
淡
路
町
。
昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
建
築
。

☆
村
上
精
華
堂

台
東
区
池
之
端
二
丁
目
。
化
粧
品
店
。
製
造
・
卸
・
小
売
。

イ
オ
ニ
ア
式
の
列
柱
。
昭
和
３
（
１
９
２
８
）
年
建
築
。

☆
丸
二
商
店

神
田
神
保
町
三
丁
目
。
荒
物
屋
。
昭
和
初
期
。

う
ら
に
長
屋
の
復
元
あ
り
。

①

☆
植
村
邸

中
央
区
新
富
町
。
貴
金
属
店
。
銅
板
に
空
襲
被
害
の
跡
あ
り
。

昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
建
築
。



⑦

滝田ゆう絵葉喜より

☆
川
野
商
店

江
戸
川
区
南
小
岩
八
丁
目
。
和
傘
製
造
問
屋
。
大
正
狙
年
建
築
。

た
て
も
の
野
外
博
物
館
探
見
広
岡
祐
著
Ｊ
Ｔ
Ｂ
キ
ャ
ン

ブ
ッ
ク
ス
Ｊ
Ｔ
Ｂ
刊
叩
．
、

一
参
幸
有
毒
函

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
解
説
本
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
編

・
刊
昭
・
３
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